
 

 

様式第３号（第８条関係） 

競争入札設計図書等に関する回答書 

 

令和８年１０月２３日  

 

福島県南会津建設事務所長  伏見 聡 

工事（委託業務）番号 第２６－４１３６０－０１７２号 

工事（委託業務）名 道路橋りょう維持（維補）工事（防災設備） 

質   問   事   項 

１. 週休 2日等工事試行要領の改定について 

『令和８年１０月１日以降起工する工事対応 

【土木工事・建築工事】 

「週休 2日確保モデル工事（発注者指定型）」（月単位）で発注する。 

工事費の補正は行わない。』とありますが、この工事から摘要されますか 

 

公告には、『起工時期 該当 令和８年４年１日以降に起工した工事である』とのことから  

「工事費の補正をする」考えでよろしいでしょうか 

 

又、設計書の総括情報表の単価適用日、週休二日補正（月単位）も適用判断に 

該当しますか 

ご回答頂ける範囲でご教授頂けますよう、よろしくお願いいたします 

 

２. kinnuki002 P.12 施工第 0-0011号表「技術者間接費(試験調整)」において、「調整費 

の 50%」との記載がございますが、本項目において計上されている人工数の算出根拠につ 

いてご教示いただけますでしょうか。 

 

３. 別記２の総合評価基準（簡易型）P.1※１同種・類似工事の具体的な内容で「トンネル防 

災設備工事（更新工事も含む）についてお伺いします。 

本工事は入札公告の中の工事概要で「トンネル非常警報設備更新」とされています。 

しかし、上記のとおり同種・類似工事については非常警報設備ではなく「トンネル防災設 

備工事」と広く定義されています。一方でこの工事の適用仕様書である「電気通信設備共通 

仕様書」の中では、第１３章トンネル防災設備 第２節には CCTV設備を含むトンネル監視 

制御設置工が含まれています。また、CCTV設備の工事範囲には非常警報設備との改造を伴 

う接続や相互の連動調整を含む場合があります。 

これらのことからトンネル監視制御設備である「トンネル CCTV設備」については本工事 

の同種・類似工事に該当すると考えられますがよろしいでしょうか。 

 

 



回   答   事   項 

１. 令和８年９月３０日までに起工した工事であり、工事費の補正を行っています。 

 

２. 「技術者間接費(試験調整)」における人工数の算出根拠については、sonotaの見積歩掛

＿採用表のとおりです。 

 

３. ご認識のとおりです。 

 

 

 

 

 


